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第 1図 km,klおよび (dZ/dJ2)mの時効時間 t
に対する依存性｡ klはS(k,i)に関す
るkの一次のモーメントである.
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十分成 り立っているとは言えない (第2図 )0
iii) 上記 i)のAト 6･80/oZnおよびAl-6180/ozn-0･1%Mgの40℃時効のデータについて,
MLKの提唱する構造因子 S(k,上目こついてのスケーリング則5)
S(k,i)- 〔kl(i)〕 ~ 3F (k/k l(i)) (7)
が成 り立っかを確かめた｡ここでF(a)は時効時間によらないユニバーサルな関数で, kl(i)は
S(k立 ‖こ関するkの一次モーメントでほぼ km(i)=0･7kl(i)が成 り立っ｡実際には
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を作 り, 12角形の各辺にとり入れ口をつけて水をとり込む一方,それらの合計 した量を中心
の流出口から流出させてできる流線の写真を撮った｡この場合は矩形の容器で見られたような
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